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軽水炉体系における燃焼計算の不確かさ評価の一部として、核分裂収率の不確かさに基づき、CASMO5 を用

いた燃焼計算における不確かさ評価を実施した。2019 年秋の大会の燃料棒格子体系における不確かさ評価に

引き続き、燃料集合体体系における不確かさの評価結果について報告する。 
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1. 序論 不確かさを考慮した最適評価を志向する国際的動向を踏まえ、

評価済核データライブラリ中の不確かさデータに基づき、炉心核特性解

析コード CASMO5/SIMULATE-5 を用いた不確かさ評価に取り組んでい

る。2019 年秋の大会において、核分裂収率の不確かさを考慮し、CASMO5
を用いた燃料棒格子体系における核種組成等の不確かさの評価結果に

ついて報告した[1]。本稿では、これに引き続き実施した燃料集合体体系

における不確かさの評価結果について報告する。 
2. 解析条件 評価済み核データライブラリにおいては、重核種ごとに核

分裂収率とその不確かさが与えられているが、当該不確かさの核分裂生

成核種（FP）間での相関関係は与えられていない。独立核分裂収率の共

分散行列を作成する新しい方法として、一般化最小二乗法に基づく方法

（GLS 法）が近年注目されている[2,3]。GLS 法では、物理的束縛条件（核

分裂収率の総和の保存、核分裂前後での陽子数の保存など）に基づいて

独立核分裂収率の共分散行列を作成する。本稿では、GLS 法に基づいて

ENDF/B-VII.1 を対象とした独立核分裂収率の共分散行列を作成し、1000
回のサンプリング燃焼計算を実施し、FP 組成の不確かさ及びこれに対

する重核種ごとの寄与割合を評価した。 
3. 解析結果 解析結果の一例として、図 1 の BWR 型 UO2 燃料集合体

[4]における FP 組成（使用済燃料集合体において中性子吸収効果が大き

いもの[5]から選定）の相対標準偏差（RSD）を、図 2 に示す。図 2 から、

燃焼に伴う FP 組成の RSD を定量化するとともに、重核種ごとの寄与割

合を確認した。燃焼に伴って、103Rh 組成の RSD は約 0.8%から約 1.1%
に大きくなった一方で、149Sm 組成の RSD は約 0.8%から約 0.4%に小さ

くなった。これは、重核種における累積核分裂収率の不確かさの差異に

よるものであると考えられる。例えば、103Rh の累積核分裂収率の不確か

さについて、235U では約 1%であるが、239Pu では約 2%である。 
3. 結論 CASMO5 を用いて、燃料集合体体系における FP 組成の不確か

さを評価した。今後は、FP 崩壊データ（崩壊分岐比及び崩壊定数）の不

確かさの導入等を実施する予定である。 
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図2  FP組成の相対標準偏差

図1  BWR型UO2燃料集合体[4]
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